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木材、木質材料の強度評価 強度試験機(5t、1t)

関連ホームページ

三重大学生物資源学部木質資源環境工学 http://www.bio.mie-u.ac.jp/kankyo/shinrin/mokkou.html

応用分野 主な保有機器・装置

《一言アピール》
主に木材のせん断強度およびせん断弾性係数のねじり試験による測定や破壊力学など基礎研究が主体ですが、
木材製品の評価など応用面にも進出するつもりです。

木材素材(主として建築用)の強度など力学的研究について

木材は環境形成材料として広く建築に利用されているが、せん断に対して極めて抵抗力が弱く、構造設計
においてせん断強度は重要な因子となっている。しかしながら、JISに規定されているいす型試験体により
測定された現在の木材のせん断強度は、切り欠き部の応力集中と同時に作用する垂直応力のために過小評
価されていると考えられている。そこで、より純粋なせん断強度が得られると考えられているねじり試験
に着目し、試験体断面形状等、条件を種々変えてねじり試験を行い、データの蓄積を行っている。
材料の強度は、き裂などの欠点が存在する場合、破壊力学によって取り扱わなければならない。
破壊力学では、破壊靭性値が強度特性値として考えられている。破壊の様式は3つのモードに分けられてお
り、実際の破壊は主としてモードⅠとモードⅡの混合モードで起こっている。このことから、モードⅠお
よびモードⅡの破壊靭性値を連続的に測定することを目的としてそれぞれDCB試験体、3ENF試験体によ
り、き裂長を変化させた場合の破壊靭性値試験を行いデータの蓄積を行っている。

今後のテーマ　1. 建築廃材の再利用、2. 木材加工物強度の強化向上方法など

建築廃材の再利用および木材加工物の強度向上方法などに関する未発表の事例は今のところないので、過
去の事例を紹介する。
1. 現在、産業廃棄物としての木くずは、ほとんどパーティクルボード工業やファーバーボード工業の原材
料として再生利用されているが、異物の混在が問題となっている。そこで、住宅解体廃材を木材チップな
どの細片に加工し、アスファルト乳剤や硬化剤を混合させることにより透水性を持った道路舗装材として
利用が考えられる(徳田ら)。この場合、危険な金属片を除外すれば、多少のプラスチック等の異物の混在は
問題にならないものと考えられる。
2. 木材加工物の曲げ強度の向上については、木材はりの引張応力を金属棒で補強した木金複合部材が考え
られる(徳田ら)。これは、溝を入れた木材部材に金属棒を入れ接着剤で固定したもので、曲げにより作用す
る引張応力を金属棒が効率的に負担することにより曲げ強度が向上するもので、今後、挿入する金属の形
状等の検討が必要である。
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↑矩形断面試験のねじり試験によるせん断

弾性係数の測定 

 直交ひずみゲージを用いて、ねじり試験

体の長さ方向のせん断弾性係数の変動を測

定している。 

↑3ENF試験によるモードⅡ破壊靭性値の

測定 

 DCB試験体と同一形状の試験体であるた

め、モードⅠとモードⅡの破壊靭性値を連

続して測定できる可能性がある。 

↑DCB試験によるモードⅠ破壊靭性値の測

定 

ほか関連画像2点、2枚目以降につづく。 

(画像はすべて、三重大学全学シーズ集HPより)  
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■ 木材科学講座２ 組織と材質：海青社(分担執筆)(1994)
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論文

↑建築廃材を利用した木質道路舗装材 

 住宅解体材や建築廃材などから木材チップを作製

し、アスファルト乳剤や硬化剤を混合することによ

り、透水性の大きな木質系道路舗装材としての利用

を目的とする。 

↑曲げ強度改善を目的とした木金複合部材の開発 

 

(画像はすべて、三重大学全学シーズ集HPより)  


